ミューテーション法の拡張によるテスト結果の変化に着目したソフトウェアの修正法提示手法 by 梅村 葵
愛知県立大学大学院情報科学研究科 平成 26 年度 修士論文要旨
ミューテーション法の拡張によるテスト結果の変化に着目した
ソフトウェアの修正法提示手法
















































































する．MS は，ミュータントの総数に対する Kill に分類
されたミュータントの数の割合と定義される．生成された
ミュータントの数をM とし，そのうち Killと分類された









































ミュータントが Alive に分類された数の割合と定義する．m を
ミュータント，Np; Nf をそれぞれオリジナルが成功したテス
トの数と失敗したテストの数，mR;mA をミュータント m が
Repair, Aliveと分類された数とすると，修復率 Rep(m)は式 2，




























Rep(m)2 + SKeep(m)2 (6)














評価用プログラムは，Siemense Test Suite(文献 [2])に含まれ






























平均順位 16.83 24.62 20.08
1位取得率 0.53 0.26 0.26
表 1 修正スコア定義別の平均順位と 1位取得率の比較
(I) (II) (III)
テスト数 1608 1629 1629
MS 74.87% 90.6% 74.87%
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